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第 4 章では，溶接部形成現象を高速度カメラで観察し，現象を 3 種類に分類すると共に，溶接部形
成におけるインピーダンス・溶接電流変化と電磁力の意義を見いだし，溶接部形成機構を明らかにし
fこo








































(5) 高速溶接域で第 2 種溶接形成現象を安定に得るために，溶接電圧の発振周波数変動を検出する溶
接形成現象のモニタリング技術を研究し，さらにこのモニタリング技術を応用した溶接自動入熱
制御システムを開発，極寒冷地向け高張力電縫ラインパイプ・油井管など極めて高信頼性の要求
される電縫管の製造を実現している。
以上のように本論文は，ラインパイプとして使用される鋼管の高周波電縫溶接において， 3 種の溶
接部形成現象が存在しうることを指摘して，溶接部形成機構に関する新規の概念を構築すると共に，
この成果をもとに極めて高い信頼性の溶接鋼管をえる溶接条件を提案，実証し，さらに，インプロセ
スでの品質保証のための溶接現象モニタリング技術を研究開発して，極めて信頼性の高い電縫管の製
造を実現しており 生産加工工学並びに生産技術の発展に貫献するところが大きし 1。よって，本論文
は博士論文として価値あるものと認めるo
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